


























要約:乳児虐待は、生命のリスクと精神病理の萌芽につながり、予防、早期発見・介入が

急務である。虐待/ハイリスク40 例の危機介入時の親－乳児間の関係性障害を調べ、ミク

ロ・ミニ・マクロ虐待に分類、又乳児と親要因の組み合わせ別に 4群に分けて調べた。親

の葛藤が乳児に伝わり、乳児の反応が偏る親－乳児相互作用障害と、親の否定的な乳児像

は、乳児虐待の早期発見の指標に有効と考えられる。危機介入には葛藤的になる瞬間の親

－乳児の複雑な相互作用を的確に把握し、共感的に支持する姿勢が有効と考えられた。


